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近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
自

然
災
害
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
「
自
分
だ
け

は
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
か
ら
く
る
災
害

へ
の
備
え
の
弱
さ
と
と
も
に
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

　
災
害
は
あ
る
日
突
然
起
こ
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
、
防
災
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

【日ごろから準備しておきたい物の一部】

飲料水
（1人1日３リットルが目安）

懐中電灯

救急医療品、常備薬食料３日分

携帯ラジオ、電池
お金、貴重品、下着、
防寒具など

地
震
発
生
前
の
対
応

○
家
や
塀
の
強
度
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
強
し
て
お
く
。

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
。

○
非
常
持
ち
出
し
品
、
備
蓄
品
の
準
備
。

○
避
難
場
所
、
避
難
路
の
確
認
。

地
震
発
生
時
の
行
動

○
と
に
か
く
、
頑
丈
な
机
の
下
な
ど
に
潜

り
込
み
、
身
の
安
全
を
図
り
、
揺
れ
が

収
ま
る
ま
で
様
子
を
見
る
。

地
震
直
後
の
行
動

○
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

○
火
の
元
の
確
認
、
初
期
消
火
。

○
窓
や
戸
を
開
け
出
口
を
確
保
す
る
。

○
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

○
門
や
塀
に
は
近
寄
ら
な
い
。

災
害
へ
の
備
え

地
震
後
の
行
動

○
正
し
い
情
報
を
入
手
す
る
よ
う
心
掛
け

る
。

○
家
族
の
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、
ご
近

所
の
安
否
を
確
認
す
る
。

○
近
隣
住
民
と
協
力
し
合
っ
て
救
出
、
救

護
を
す
る
。

○
避
難
の
前
に
は
、
電
気
、ガ
ス
の
元
栓

を
閉
め
た
か
を
確
認
す
る
。

　地震に備えて、「落下・転倒防止対策」「火災防止対策」「身の安全対策」を行うために、各家
庭で家の中の安全チェックをしてみましょう。

チェック⑦

吊型電灯はソケット
部分をテープで巻い
て固定しましょう。ガラスには飛散

防止フィルムを
張りましょう。

防火カーテンに
しましょう。

ストーブは自動消火付のもの
を。周囲に燃えやすいものを
置かないようにしましょう。

冷蔵庫は倒れないよう
に、金具などを使って
固定しましょう。

テレビ台の上のテレビは飛び出さな
いようにストッパーを付けましょう。

二段重ね式の家具はつな
ぎ目を金具でしっかり連
結しておきましょう。

家具と壁や柱の間にすき間ができない
ように、板などを家具の下に差し込ん
で寄りかかるように固定しましょう。

家具はＬ字金具やツッパリ棒などで固定し
ましょう。家具の上に、重いものや壊れや
すいものは置かないようにしましょう。

チェック①

チェック②

チェック③ チェック⑤

チェック④

チェック⑧

チェック⑨

チェック⑥

地震に備えておくべき事

家の周りも確認しましょう！！
○アンテナや瓦の補強をしましょう。
○植木鉢などの整理整頓をしましょう。
○ガスボンベなど、転倒の恐れがあるものは鎖などで固定し、動かないようにしましょう。
○ブロック塀や門柱は倒れないように補強し、ひび割れや鉄筋のサビも修理しましょう。
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市
で
は
、
気
象
庁
か
ら
発
表

さ
れ
る
気
象
情
報
や
雨
が
降
り

始
め
て
か
ら
の
降
水
量
、
今
後

の
降
雨
予
想
な
ど
を
基
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
避
難
情
報
と
し

て
、「
避
難
準
備
情
報
」「
避
難

勧
告
」「
避
難
指
示
」
を
、
下

図
の
よ
う
な
経
路
で
伝
達
し
ま

す
。

　
避
難
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
と

き
は
、
洪
水
や
土
砂
災
害
と

い
っ
た
災
害
が
発
生
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
図
の
と

お
り
、
た
だ
ち
に
避
難
の
準
備

や
行
動
に
移
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、大
雨
な
ど
の
際
に
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
の

情
報
も
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

気
象
情
報
に
注
意
し
な
が
ら
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
２
月
に
全
戸
配
布
し
た

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、
家
族

の
皆
さ
ん
で
再
度
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
時

へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線

２
８
５
・
２
８
６
）

避
難
は
落
ち
着
い
て
、
安
全
に

避難情報の伝達経路と行動の目安

種類 住民の皆さんの行動の目安

避難準備情報

高齢者や障がい者など、避
難に時間を要する方は避難
を開始する。一般の方は避
難の準備を開始する。ただ
し、状況によっては自主避
難を開始する。

避難勧告 避難の開始。

避難指示
直ちに避難する。避難所ま
での移動に危険が伴う場合
には、生命を守る最低限の
行動をとる。

中野市災害対策本部

防災行政無線
エリアメールなど 区 長 中野市

音声告知放送

連絡

市 民 の 皆 さ ん

　災害時の避難は、普段通っている道でも、足元が見えないことが多いので慎重に歩きましょう。
　また、頭上からの落下物や飛来物にも十分注意しましょう。
　いざという時、慌てないためにも、どこへどの道を通って避難するのかを普段から家族や近隣の
方同士で話し合っておきましょう。

　本市では、避難準備情報・避難勧告・避難指示を次のような経路で市民の皆さん
に伝達します。伝達の種類により準備や行動に移ってください。

伝達経路

放送

避難時の注意事項

広報

避難場所や避難路の
確認をしましょう。

point ①

非常持出品
はなるべく
少なくする。

point ②

垂れ下がった電線に
さわらない。

point ③

火の始末、戸締りを
忘れずに。

point ④

気象・地震などの情報
に注意しましょう。

point ⑤

家に避難先や安否情報な
ど、メモを残しましょう。

point ⑥

車の使用は避けて徒歩
で避難しましょう。

point ⑦

お年寄りや子どもが
安全に避難できるよ
う協力しましょう。

point ⑧


